（２）農作業の従事者
①農業に従事する役員（理事、取締役等）の状況
	氏　　名
	住　所
	役職
	年間の農業への従事状況

（　　　日間）
	

	
	
	
	
	農業への常時従事の有無
（いずれかに○を付ける）

	
	
	
	直近実績
	見込み
	

	
	
	
	
	
	直近実績
	見込み

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　　＊「農業への従事状況」には、その法人が農業（労務管理や市場開拓等も含みます。）を行う期間のうちその者が当該事業に参画・関与している期間を記載してください。
②その法人が農業（労務管理や市場開拓等も含みます。）を行う期間：年　　　日間
③雇用労働力（現状と規模拡大後（概ね３年後））
	雇用の形態
	現状の雇用人数(人)

＊臨時雇用については年間延べ人役
	規模拡大（干拓地取得）

後の予定人数(人)
	備　　考

(雇用者、研修生等について特記事項があれば記入する)

	常時雇用
	
	
	

	
	うち、農の雇用
	
	
	

	臨時雇用
	*
	
	


（３）現在活用している、又は今後活用予定（3年以内）の補助事業及び制度資金について

	
	補助事業
	制度資金

	
	事業名
	採択年度
	購入した機械
・施設
	制度資金名
	貸付年度
	融資額（千円）

	
	
	
	
	
	
	
	うち、残高

	現況
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	今後の

予定
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


　　　＊現況の補助事業については、過去３年以内に活用した補助事業を記入してください。

（４）中海干拓農地取得を含めた今後の営農及び販路拡大等の展開について

	＊作付計画、労働力確保、資金繰りの見通しなどを踏まえた、規模拡大後の営農及び販売方針・所得目標などを記入ください。


　（５）拠点となる営農地から買受・借受けを希望する干拓農地までの平均距離又は時間及び栽培

体系について　　
	＊距離や移動時間を記入ください。また、農地が分散していたり、離れている場合は干拓地と他の農地の営農上の工夫点（作型や品種の変更など）を記入ください。


４　経営状況及び資金の確保について
（１）経営状況について

買受けの場合は、過去３期分の事業報告書（総会資料）、青色申告決算書を添付してください。

借受けの場合は、直近の事業報告書（総会資料）、青色申告決算書を添付してください。

　（２）中海干拓農地を買受けるための資金の確保について

　　　　　（買受希望の方のみ記入してください）

	＊自己資金又は制度資金の活用など資金確保のための方法を記入してください。


５　周辺地域との関係

　　申込者又はその世帯員等が中海干拓農地で行う営農（予定）が周辺の農業者に及ぼすことが見込まれる影響について
	＊集落営農や経営体への集積等の取組への支障、農薬の使用方法の違いや栽培作物による周辺農家への影響等等について記載してください。


６　添付資料

　　　（１）農地所有適格法人が買受又は借受を希望する場合

　→　農地法第６条第１項の規定に基づき、毎年農業委員会に報告している「農地所有適格法人報告書」の写し（直近のもの）を添付してください。　　　

　　　（２）一般法人（農地所有適格法人以外の法人）が借受を希望する場合

　→　農地法第６条の２第１項の規定に基づき、毎年農業委員会に報告している「農地等の利用状況報告書」の写し（直近のもの）を添付してください。
